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ຌๅ告書について 

我が国は、世界においてもྭのない少子高ྺ社会を迎えており、2025 年には「団塊の世
代」が 75歳を迎え、75歳以上の高ྺ者が２千ຬ人を超えるとされている。今後も日ຌ全体
の高ྺ化ིは向上していくことが想定されており、高ྺ化に伴う介護需གྷの増加が想定さ
れている。 
しかし、少子化の影響により日ຌの࿓働人口が減少していく中で、介護業界においては人

材の需給ギャップが拡大していくと見込まれている。そのため、限られた介護人材の中でも
介護サービスの質の維持・向上がなされるよう、業ແ効ི化及びこれを実現できる人材を育
成することが必གྷである。 
介護サービスの質の維持・向上、介護現場の業ແ効ི化に寄༫すると考えられる手段の一

つとして、「介護ロボット」が注໪され、国として導入のึ助を実施する等、その෕及が進
められているところだが、同時に介護ロボットをཤ活༽できる人材෈足も課題としてあげ
られている。介護ෳ祉士཈成課程の新カリキュラムや高等学校学習指導གྷ྘（ෳ祉）にも
2018 年に介護ロボットが໎記されたところであり、今後の人材育成・現場での活༽が大い
に期待されている。 
介護に༽いる道具としては、机や椅子、食器などの日常生活道具、車いすや介護༽ベッド

などのෳ祉༽具、センサーを༽いた見守り機器やモーターなどを༽いたアシスト機器など
の介護ロボットなどさまざまな種ྪが存在し、東京都の調査では、介護サービスを受けるཤ
༽者として、介護ロボットの「見守り機器のཤ༽希๮は༁ 8割」もあり、高い需གྷが見込ま
れる。一๏で、介護ロボットに対しては、「ྮたい、難しい」などのイメージが介護職員に
あると言われている。 
このような状況を受け、ຌ事業では、介護ロボットの活༽に向けた人材育成に焦点を当て、

介護現場において介護ロボット機器等を活༽して、介護の質と効ི化をྈཱིすると共に、少
ない人数でもこれまで以上の介護サービスを提供するために必གྷな課題抽出や業ແ෾析、
໪ඬ設定等を推進するリーダーの育成、それらを実現するための施設経営、管ཀྵ側の仕組み
作り等について、介護人材の教育に関する知見を༙する༙識者や介護ロボットの状況を熟
知している༙識者等による専໵家委員会や作業෨会で議࿨し、アンケート調査や現地ヒア
リング調査を通じて整ཀྵし、ๅ告書を取りまとめた。 
また、ຌ事業では、先進的に取り組む施設の事ྭに基づき、各施設の意ཋや環境に合わせ

て実践に向けた考え๏や๏๑について提示する「人材教育ガイドライン」を策定した。ガイ
ドラインは、現場のリーダー等に介護ロボットの活༽について教育するཱི場にある先生が、
介護ロボット活༽のための人材育成の指ඬとして活༽することも想定している。介護職員
や学生、生徒に対する教育、指導にຌガイドラインを活༽することで、གྷ介護者などの施設
ཤ༽者、家族、介護職員において最適な介護業ແが実現することを期待したい。 
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୊ᶙ章 事業概གྷ 

 
1．事業の໪ద 
学ढ़ద༙識者、介護ロボットを効果దに活༽している介護事業者、સ国規ໝの業界஄ର、

介護ෳ祉関࿊教育事業者、介護ロボット಍೘に஭ྙしている自治ରや研究機関౵を委員と
した઒໵家委員会を開催し、各種意見をॄ༁することで介護現৖としてචགྷなਕ材གྷ件を
ఈめるとともに、実ભదなਕ材教育ガイドラインを策ఈすることを໪దとしている。 
 
2．実施ର੏ 
ຌ事業の実施にあたり、઒໵家委員会をઅ஖し、介護ロボットをཤ活༽するਕ材གྷ件をは

じめਕ材に求める໪ඬ、介護現৖の課ୌபड़や業ແ෾ੵ、໪ඬઅఈ、介護ロボットの෕及の
ためචགྷな教育に関する現য়と課ୌ、解決案౵について意見交換・議࿨を行い、ਕ材教育ガ
イドラインを作੔した。௒査研究委員会の委員は、介護ਕ材の教育に関するஎ見を༙する༙
識者や介護ロボットのয়況をज़எしている༙識者౵により構੔した。 
 

介護ロボットの活༽に向けたਕ材育੔に関する௒査研究事業 ઒໵家委員 
 

ॶ଒ ༀ৮ 氏໌ ඍ考 
社会ෳ祉๑ਕઑௗ康久会  
ಝพ཈護࿟ਕホーム ささづ苑 

施અௗ 岩井 広行  

一ൢ社஄๑ਕೖຌユニットケアਬ਒センター ෯会ௗ ୉橋 謙策 ◎ 

公益財஄๑ਕテクノエイド協会 企画෨ௗ 五ౣ ੜ国  

公益財஄๑ਕ๼九州産業学ढ़ਬ਒機構 
介護ロボット 
技ढ़グループௗ 

વี 英治  

学校๑ਕ滋慶学園౨京ෳ祉઒໵学校ケアワー
ク学෨ 

学෨ௗ 高橋 ཤ໎  

株式会社ビーブリッド େන取గༀ ஝下 康ฑ  

公益社஄๑ਕかながわෳ祉サービス৾興会 
かなふくਕ材センター 

センターௗ ಚ永 ਇਕ  

社会ෳ祉๑ਕ孝ಛ会 施અௗ ஦ଞ ॳ子  
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સ国࿟ਕෳ祉施અ協議会 
ロボット・ICT 
ਬ਒委員 

஦山 ୤ິ  

国ཱི研究開൅๑ਕ産業技ढ़૱合研究ॶ 
ロボットイノベーション研究センター 

センターௗ ർཻઔ ദ久 ○ 

ઔ崎市経済࿓ಉ局イノベーションਬ਒室 ୴౲課ௗ ෳీ 克実  

一ൢ社஄๑ਕ ෍山県介護ෳ祉士会 会ௗ 舟ీ ৵司  

ஏ๏ಢཱི行੕๑ਕ౨京౐健康ௗ寿医ྏセンタ
ー 

࿊携研究員 ຉ಼ ༡子  

株式会社ツクイ 取గༀ ਁ໼ 佳৭  

学校๑ਕ三幸学園 ౨京າཔ୉学ෳ祉ฯ育઒
໵学校 

教育過ఖฦ੔委
員 

༆ব ྆一  

◎：委員ௗ ○：෯委員ௗ 
 
3．実施಼༲ 
ຌ事業の໪దୣ੔のため、以下の಼༲を実施した。 
・઒໵家委員会の開催 
・アンケート௒査 
・現ஏヒアリング௒査 
 
（1）઒໵家委員会の開催 
઒໵家委員会は以下のೖఖ・಼༲で開催した。なお、୊ 2回の઒໵家委員会後、教育者向

けの๏策や業ແ෾ੵに基づく介護ロボットのཤ活༽について੖ཀྵを行うචགྷがあるとの意
向から、教育者向け๏策作業෨会および業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会をઅ஖し、
具ରదな಼༲について議࿨した。 
 
઒໵家委員会の開催結果 

開催回 ೖ時・৖ॶ 議ୌ 

୊ 1回 
઒໵家委員会 
 

2019೧ 7月 31ೖ（ਭ） 
15：00～17：00 
リファレンス৿౨京ビルୁ
会議室 

・໪ඬと઒໵家会議 
・研究事業スケジュール 
・ਕ材໪ඬઅఈ 
・ਕ材གྷ件 
・Webアンケート案౵ 
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୊ 2回 
઒໵家委員会 

2019೧ 9月 9ೖ（月） 
10：30～12：30 
株式会社シード・プランニ
ング会議室 

・ຌ事業における今後のスケジュール 
・઴回議࿨の਄ຉ 
ᶅ୊１回઒໵家会議の意見੖ཀྵ、確೟ 
ᶆਕ材育੔で解決可೵な課ୌ 
ᶇ教育໪ඬ、教育ଲে者のઅఈ 
ᶈ開൅఼॑෾໼พ機器のಝ੓・活༽๏๑
の੖ཀྵ 
・Webアンケートの಼༲確೟、アンケー
トଲেと๏๑ 

୊ 1回 
業ແ෾ੵと介護
ロボットの੖ཀྵ
作業෨会 

2019೧ 11月 1ೖ（金） 
15：00～17：00 
株式会社シード・プランニ
ング会議室 

・作業෨会のઅ஖について 
・介護ロボットの活༽に向けたਕ材育੔
の「ཀྵ೨」 
・介護ロボットの活༽に向けたਕ材育੔
に関するఈ義 
・ガイドライン作੔に向けた作業 
・構੔案に基づき議࿨ 

୊ 1回 
教育者向け๏策
作業෨会 

2019೧ 11月 8ೖ（金） 
13：30～15：00 
株式会社シード・プランニ
ング会議室 

・作業෨会のઅ஖について 
・介護ロボットの活༽に向けたਕ材育੔
の「ཀྵ೨」 
・介護ロボットの活༽に向けたਕ材育੔
に関するఈ義 
・ਕ材教育の現য়と課ୌ、ਕ材教育の
事ྭ 
・ਕ材の෕及๏๑、෕及のボトルネッ
ク、解決๏策、ਕ材の෕及にචགྷなགྷ
ો 

୊ 2回 
教育者向け๏策
作業෨会 

2019೧ 12月 4ೖ（ਭ） 
14：00～16：00 
株式会社シード・プランニ
ング会議室 

・ଲে者の現য়、課ୌ解決にむけて 
・議࿨まとめストーリー 

୊ 2回 
業ແ෾ੵと介護
ロボットの੖ཀྵ
作業෨会 

2019೧ 12月 9ೖ（月） 
14：00～16：00 
株式会社シード・プランニ
ング会議室 

・઴回の৾りศり 
・઴回議࿨の਄ຉ 
ᶅଲে者の確೟ 
ᶆ課ୌの確೟ 
ᶇストーリーについて 
ᶈ઒໵家委員会へのフィードバック 
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୊ 3回 
઒໵家委員会 

2020೧ 1月 9ೖ（໨） 
14：00～17：00 
株式会社シード・プランニ
ング会議室 

・઴回の取りまとめと作業෨会のๅ告 
・施અ見学ๅ告 
・ガイドライン案 
・Webアンケートの実施について 
・公開セミナーについて 
・次回開催、今後のスケジュール 

 
（2）アンケート௒査 
ຌ௒査において、介護サービスの質向৏（ཤ༽者の自ཱི支援やQOL向৏、৮員のਐରద

ෝ୴軽減、仕事の効ི化౵）につながる教育のため、介護現৖における「改વ活ಊ」の೟識
と実ભをしているか、介護ロボットの಍೘（または໪ద）が਒んでいるか౵を໎らかにする
ことを໪దとして実施した。 
結果の৆細は୊ 3হに記載する。 

 
1）௒査機関 
2020೧ 2月 14ೖ～27ೖ 
 
2）௒査形ସ 
Webアンケート௒査 
 
3）௒査ଲে 
ଲে者：介護就業者 
ஏ域：સ国 ೧ྺ：20େ～60େ（ਕ口ಊସർི見合） 
回౶者਼：500ਕ 
 
4）௒査項໪ 
・介護現৖における改વ活ಊの取りૌみ 
・計画、手ॳॽの作੔、実施の༙ໃ 
・課ୌ൅見についての課ୌ、改વのয়況、໪ద、๏๑ 
・改વ活ಊにචགྷなགྷો 
・介護ロボット಍೘のয়況、಍೘の্ป、期ଶ 
 
（3）現ஏヒアリング௒査 
施અにおける課ୌபड़や業ແ෾ੵについて実ભしている事ྭを௒査研究し、ガイドライ

ンをཀྵ解するための資ྋとして活༽することを໪దとして、઎਒దに取りૌむ๑ਕへ๜໲
ヒアリングを実施した。ヒアリング௒査は以下のೖఖ・಼༲で実施した。 
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ೖ時 ଲে施અ ଲে者 
2019೧ 12月 18ೖ（ਭ） 
15:00～17:00 

社会ෳ祉๑ਕ ઑௗ康久会 
ささづ苑 

施અௗ 

2020೧ 1月 7ೖ（火） 
14:00～16:00 

社会ෳ祉๑ਕ ੪ਁ社会ෳ祉৾興஄ 
みちのく૵ 

ཀྵ事ௗ 

2020೧ 1月 23ೖ（໨） 
11:30～13:00 

社会ෳ祉๑ਕ ໼の花会 
アルテンハイム加੊ీ 

๑ਕຌ෨ 

2020೧ 2月 3ೖ（月） 
10:00～11:30 

社会ෳ祉๑ਕ ༓愛ॉ字会 
砧ホーム 

施અௗ 

2020೧ 2月 7ೖ（金） 
14:00～16:00 

社会ෳ祉๑ਕ 孝ಛ会 
サポートセンター໵司 

施અௗ 

 
 

 



6 
 

第ᶚ章 専門家委員会の開催 

 
1．઒໵家委員会の構੔  

઒໵家委員会の以下の௪り構੔した。 
 

介護ロボットの活༽に向けたਕ材育੔に関する௒査研究事業 ઒໵家委員 
 

所଒ ༀ৮ 氏໌ ඍ考 
社会ෳ祉๑ਕઑௗ康久会  
ಝพ཈護࿟ਕホーム ささづ苑 

施અௗ 岩井 広行 ※1 

一ൢ社஄๑ਕೖຌユニットケアਬ਒センター ෯会ௗ ୉橋 謙策 ◎ 

公益財஄๑ਕテクノエイド協会 企画෨ௗ 五ౣ ੜ国  

公益財஄๑ਕ๼九州産業学術ਬ਒機構 
介護ロボット 
技術グループௗ 

વี 英治  

学校๑ਕ滋慶学園౨京ෳ祉઒໵学校ケアワー
ク学෨ 

学෨ௗ 高橋 ཤ໎  

株式会社ビーブリッド େන取గༀ ஝下 康ฑ  

公益社஄๑ਕかながわෳ祉サービス৾興会 
かなふくਕ材センター 

センターௗ ಚ永 ਇਕ  

社会ෳ祉๑ਕ孝ಛ会 施અௗ ஦ଞ 順子  

સ国࿟ਕෳ祉施અ協議会 
ロボット・ICT 
ਬ਒委員 

஦山 ୤ິ  

国ཱི研究開൅๑ਕ産業技術૱合研究所 
ロボットイノベーション研究センター 

センターௗ ർཻઔ ദ久 ○ 

ઔ崎市経済࿓ಉ局イノベーションਬ਒室 ୴౲課ௗ ෳీ 克実  

一ൢ社஄๑ਕ ෍山県介護ෳ祉士会 会ௗ 舟ీ ৵司 ※2 

ஏ๏ಢཱི行੕๑ਕ౨京౐健康ௗ寿医ྏセンタ
ー 
 

࿊携研究員 ຉ಼ ༡子  
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株式会社ツクイ 取గༀ ਁ໼ 佳৭  

学校๑ਕ三幸学園 ౨京າཔ୉学ෳ祉ฯ育઒
໵学校 

教育過ఖฦ੔委
員 

༆沼 ྆一  

◎：委員ௗ ○：෯委員ௗ 
※1 ୊ 1 回業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会から参加 
※2 ୊ 3 回઒໵家委員会から参加 
 
2．઒໵家委員会の開催಼༲ 
（1）୊ 1 回 ઒໵家委員会 

1）開催概གྷ 
ೖ時：2019 ೧ 7 月 31 ೖ（ਭ）15：00～17：00 
৖所：リファレンス৿౨京ビルୁ会議室 
参加者：以下の௪り 

所଒ ༀ৮ 氏໌ 出欠 

一ൢ社஄๑ਕೖຌユニットケアਬ਒センター ෯会ௗ ୉橋 謙策 ○ 

公益財஄๑ਕテクノエイド協会 企画෨ௗ 五ౣ ੜ国 ○ 

公益財஄๑ਕ๼九州産業学術ਬ਒機構 
介護ロボット 
技術グループௗ 

વี 英治 ○ 

学校๑ਕ滋慶学園౨京ෳ祉઒໵学校ケアワー
ク学෨ 

学෨ௗ 高橋 ཤ໎ ○ 

株式会社ビーブリッド େන取గༀ ஝下 康ฑ ○ 

公益社஄๑ਕかながわෳ祉サービス৾興会 
かなふくਕ材センター 

センターௗ ಚ永 ਇਕ ○ 

社会ෳ祉๑ਕ孝ಛ会 施અௗ ஦ଞ 順子 ○ 

સ国࿟ਕෳ祉施અ協議会 
ロボット・ICT 
ਬ਒委員 

஦山 ୤ິ ○ 

国ཱི研究開൅๑ਕ産業技術૱合研究所 
ロボットイノベーション研究センター 

センターௗ ർཻઔ ദ久 ○ 

ઔ崎市経済࿓ಉ局イノベーションਬ਒室 ୴౲課ௗ ෳీ 克実 ○ 
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ஏ๏ಢཱི行੕๑ਕ౨京౐健康ௗ寿医ྏセンタ
ー 

࿊携研究員 ຉ಼ ༡子 ○ 

株式会社ツクイ 取గༀ ਁ໼ 佳৭ ○ 

学校๑ਕ三幸学園 ౨京າཔ୉学ෳ祉ฯ育઒
໵学校 

教育過ఖฦ੔委
員 

༆沼 ྆一 ○ 

◎：委員ௗ ○：෯委員ௗ 
 
୊ 1 回の઒໵家委員会の開催に౲たり、઒໵家委員会の໪ద・໪ඬとするところについ

て確೟を行うと共に、各委員の取ૌみয়況や委員会への期ଶ౵について൅言がされた。また、
ຌ事業におけるガイドラインのଲে者であるਕ材のགྷ件や Web アンケートの実施౵につい
て議࿨を行う事を૟ఈし、以下の議ୌについて議࿨した。 

【議ୌ】 
・໪ඬと઒໵家会議 
・研究事業スケジュール 
・ਕ材໪ඬઅఈ 
・ਕ材གྷ件 
・Web アンケート案 ౵ 
 

2）委員ௗ、෯委員ௗのમ೜ 
୊ 1 回 ઒໵家委員会において、ຌ委員会における委員ௗ、෯委員ௗのમ೜を行った。事

ແ局よりਬપがあり、異議もໃかった事から、委員ௗには一ൢ社஄๑ਕೖຌユニットケアਬ
਒センター ෯会ௗの୉橋謙策氏が、෯委員ௗには国ཱི研究開൅๑ਕ産業技術૱合研究所ロ
ボットイノベーション研究センター センターௗのർཻઔദ久氏がમばれた。 

 
3）介護ロボットの課ୌ 

୊１回઒໵家委員会では、研究事業の໪ඬを共༙するに౲たり、まず介護ロボットの現য়
と課ୌの೼握から਒めるචགྷがあると൓இし、各委員から意見を௎取した。 
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研究事業の໪ඬ 
 

 
コスト・市৖環境の観఼からは「介護ロボットのཤ༽য়況௒査では、使い๏が෾からずに

಍೘すると失ഌしている。ึ 助金のଲেというཀྵ༟では失ഌする。（ർཻઔ෯委員ௗ）」や「෍
༡૜は自෾で購೘したりする。在୒はฯ険న༽になるため༹々な機器を使うが、施અでは購
೘にึ助がなければೋしい。（ਁ໼委員）」౵の൅言があった。 

また、イメージやマッチングစ཯にも課ୌがあり、「コスト、マッチング౵の課ୌがଡく
あり、෕及を๨げている。現৖から਑᫦な意見も出ている。（ಚ永委員）」「介護現৖の๏は、
現৖で手一഍であり、੠ਈద༪༡もない現য়がある。༹ 々なปがあり、共௪言語がචགྷ。（ຉ
಼委員）」「介護事業者から ICT は使いにくい印েを持たれている。（஝下委員）」「メーカー
と施અの言ཁがસく噛み合っていない。共௪言語がໃい（વี委員）」౵の意見があった。 

 
4）教育の機会 

କいて、研究事業のスケジュールを確೟しつつ、ຌ事業の教育ଲেとなるਕ材໪ඬ及びਕ
材གྷ件について議࿨した。ਕ材໪ඬのઅఈには、教育の現য়೼握がචགྷとなるため、まずは
介護ロボットにおける教育の機会について議࿨が行われた。教育の“৖”について「ਐ近なと
ころでห強できない。（ຉ಼委員）」との意見があり、「実際に興ັを持ったਕが使うと、使
いこなせる༹になる。いかに試し、ର験して໱うかが重གྷ。その஦で助けてもらえる環境を
作るචགྷがある」との見解が示され、教育を受ける環境の少なさや介護ロボットにৰれる機
会に関する課ୌが໎らかになった。 

“教材”では「従པの介護ෳ祉士の教育には、ෳ祉機器については車いす૤作౵しか学べる
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機会がない（୉橋委員ௗ）」との委員ௗの意見にଲし、教育現৖の観఼から「介護の教育現
৖は概೨の学習が主ରであり、ෳ祉機器のテーマは、どうしても学習機会が少ない（༆沼委
員）」「介護ෳ祉士のસ 5 巻のテキストでも驚くほどෳ祉機器は出てこない。カリキュラム
を作੔しても教えられるਕ材がいない（高橋委員）」౵の現য়がઈ໎され、介護ロボットに
ついて学習できる教材のචགྷ੓が求められた。 

 
5）教育಼༲ 

କいて、ຌガイドラインのコンセプトについて意見が交わされた。「ケアのどの෨෾を介
護ロボット機器が୴うべきかを෾ける事が重གྷ。વ光会の௜ંケア・間ંケアは参考になる
（୉橋委員ௗ）」の意見から「どの機器で教育するかも課ୌである。最৿機器をഛい଺える
のはೋしい。カリキュラムのઅఈ৏、8 ೧઴の機器を使わざるをಚない現য়がある（୉橋委
員ௗ）」「介護ロボットの活༽に関するカリキュラムを作るのであれば、ベストプラクティス
集を作る事も୉઀である。また、教師ଈのスキルも୉事である。（ർཻઔ෯委員ௗ）」との意
見があり、教育のための機器મఈや事ྭがචགྷとされた。 

໪ඬ・౺ୣ఼にも議࿨が及び「機器಍೘のリーダーదཱི৖のためのਕ材。機器૤作や௪৶
環境は઒໵家に೜せる。（୉橋委員ௗ）」とイメージが示されたため「学習の൥囲はどうする
のか。厚ਫ਼࿓ಉ省の෾໼พの࿰で止めるべきか。そうでなければ細かくなりすぎる。（ಛ永
委員）」౵、൥囲に関する意見や「介護と ICT のྈ๏を઒໵దに学ぶのはೋしい。介護ෳ祉
士ఖの介護の઒໵எ識は෈གྷではないか。（஝下委員）」౵、චགྷなஎ識に関する意見が出さ
れた。 

 
6）ਕ材གྷ件 

ਕ材としてのགྷ件についても議࿨が行われ、ෳ祉༽具プランナー※、ケアマネジャー、介
護ෳ祉士౵の資格について案が出された。ෳ祉༽具プランナーでは「ෳ祉༽具プランナー౵
との࿊ಊ੓をどうするか（୉橋委員ௗ）」として࿊ಊするべきとの意見があり、ケアマネジ
ャーでは「計画の意ັでケアプランがしっかりしているචགྷがあるが、ケアマネジャーのෳ
祉༽具のஎ識が෈ଏしているয়ସでケアプランをཱིてている。ケアプランとෳ祉༽具のཤ
活༽がリンクしていない。（୉橋委員ௗ、ਁ ໼委員）」౵の活༽のためのஎ識について意見が
あった。 

介護ෳ祉士では「オペレーションの࿫では、介護ෳ祉士がචགྷで、介護・自ཱི支援がཀྵ解
できていないと、現৖৮員がついてཔない（༆沼委員）」「介護ෳ祉士は、ྭえばセンサーで
ಊかせる車椅子であれば、ཤ༽者にనしたଐౕがわかる。ଐければྒྷいわけではない。」౵、
介護ෳ祉士の持つ現৖にଊしたஎ識・経験がචགྷとの๏向੓が示された。 

そのଠの意見では「事ແదな৮員もターゲットに೘るのではないか。ཀྵ事ௗ౵のトップダ
ウンで಍೘し、失ഌしている事ྭがある（୉橋委員ௗ）」といった管ཀྵ者ଈが学習するචགྷ
੓についても意見が述べられた。 
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※ෳ祉༽具プランナー･･･ෳ祉༽具をචགྷとする高ྺ者や্害者にଲし、චགྷなෳ祉༽具のમఈを援助、

న઀な使༽計画を作੔、ཤ༽の支援、及びన༽য়況をモニター・඲価まで行う事のできる઒໵家 

 
７）གྷ఼੖ཀྵと次回に向けたまとめ 

୊１回઒໵家委員会では、介護ロボットにおける現য়や課ୌとして、介護ロボットにଲす
る学習機会が少なく、かつ教育者のスキルや教材にも課ୌがあるとされ、介護ロボットの教
育者及び学習者が効ིྒྷく学ぶと共に、指಍に活༽できるカリキュラムのචགྷ੓が໎らか
になった。 

また、求められるਕ材གྷ件では、介護ෳ祉士をはじめ介護எ識を持つਕ材にଲする教育が
༙効とされた。 

次回の઒໵家委員会では୊１回の議࿨಼༲に基づき਄掘りを行うと共に、Web アンケー
トについても確೟する事が決ఈした。 

 
（2）୊ 2 回 ઒໵家委員会 
1）開催概གྷ 

ೖ時：2019 ೧ 9 月 9 ೖ（月）10：30～12：30 
৖所：株式会社シード・プランニング会議室 
参加者：以下の௪り 

所଒ ༀ৮ 氏໌ 欠ੰ 

一ൢ社஄๑ਕೖຌユニットケアਬ਒センター ෯会ௗ ୉橋 謙策  

公益財஄๑ਕテクノエイド協会 企画෨ௗ 五ౣ ੜ国 欠 

公益財஄๑ਕ๼九州産業学術ਬ਒機構 
介護ロボット 
技術グループௗ 

વี 英治 欠 

学校๑ਕ滋慶学園ケアワーク学෨ 学෨ௗ 高橋 ཤ໎  

株式会社ビーブリッド େන取గༀ ஝下 康ฑ  

公益社஄๑ਕかながわෳ祉サービス৾興会 
かなふくਕ材センター 

センターௗ ಚ永 ਇਕ  

社会ෳ祉๑ਕ孝ಛ会 施અௗ ஦ଞ 順子 欠 

સ国࿟ਕෳ祉施અ協議会 
ロボット・ICT 
ਬ਒委員 

஦山 ୤ິ  
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国ཱི研究開൅๑ਕ産業技術૱合研究所 
ロボットイノベーション研究センター 

センターௗ ർཻઔ ദ久  

ઔ崎市経済࿓ಉ局イノベーションਬ਒室 ୴౲課ௗ ෳీ 克実  

ஏ๏ಢཱི行੕๑ਕ౨京౐健康ௗ寿医ྏセンタ
ー 

࿊携研究員 ຉ಼ ༡子  

株式会社ツクイ 取గༀ ਁ໼ 佳৭  

学校๑ਕ三幸学園 ౨京າཔ୉学ෳ祉ฯ育઒
໵学校 

教育過ఖฦ੔委
員 

༆沼 ྆一  

 
୊ 1 回઒໵家委員会では、介護施અの現৖における現য়や課ୌ、介護ロボットの求めら

れるਕ材଀、චགྷな学習಼༲について広く意見が௎取出པた。よって、୊ 2 回઒໵家委員会
では、઴回の਄掘りを議ୌにੀえ、୊ 1 回委員会の意見੖ཀྵをしつつ、ਕ材育੔で解決可೵
な課ୌ、教育໪ඬ、教育ଲে者のઅఈ౵について議࿨を重ねた。 

議ୌは以下の௪りઅఈした。 
 
【議ୌ】 
・ຌ事業における今後のスケジュール 
・઴回議࿨の਄掘り 

・୊ 1 回઒໵家委員会の意見੖ཀྵ、確೟ 
・ਕ材育੔で解決可೵な課ୌ 
・教育໪ඬ、教育ଲে者のઅఈ 
・開൅重఼෾໼พ機器のಝ੓・活༽๏๑の੖ཀྵ 

・Web アンケートの಼༲確೟ 
・アンケートଲেと๏๑ 

 
2）求められるਕ材 

୊２回઒໵家委員会では、まず୊ 1 回઒໵家委員会の意見੖ཀྵ、確೟が行われた。઴回議
࿨が行われたਕ材のイメージについて各委員より意見を௎取した。 

具ରదには「業ແ効ིや཯৮๹止を೨ಆに஖くよりも、自ཱི支援、ཤ༽するଈ、఑供する
ଈが何のために関わるかというਕਫ਼の関わりもಁまえ位஖づけすると਒む（ਁ໼委員）」や
「ਕ手෈ଏの஦でਕ材育੔する৏では、最初の๏の初೜者研修、実ແ者研修の஦にも自ཱི支
援や介護者のෝ୴軽減౵の効ིを考える概೨をカリキュラムへ少し೘れ、かつ施અの஦で
も再ౕ研修してスキルアップできるシステムを作るべき（༆沼委員）」、「基ຌదな自ཱི支援
の考え๏を基ેஎ識として持ち、かつ自෾ୣの৮৖で各৮種のಉき๏をཀྵ解できている๏
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（஝下委員）」、「ཤ༽者ຌ位、ཤ༽者のための介護ができるਕ（஦山委員）」「介護の઒໵੓
を持つਕがリーダーシップを取り、マネジメントをして一つの施અや෨署をಊかす事を求
められるਕ材଀（高橋委員）」「技術者に介護を教えるよりも、完સな介護ਕで、完સに業ແ
を೼握しているਕに、やりにくい業ແが ICT の活༽でྒྷくなるとの઴఑で、どのような考
え๏をすれば IT が持ち込めるかをインプットする。（஝下委員）」「ケアの仕ૌみをྒྷくཀྵ
解したਕを઴఑に、介護ロボットや機器に関ৼを持って໱うストーリーを作る。（୉橋委員
ௗ）」౵である。 

୊１回ಋ༹に、介護ෳ祉士をはじめ介護எ識やケアの໪దが໎確化している઒໵৮౵の
ਕ෼଀についての言及がଡく見られた。 

 

 
ਕ材育੔により解決可೵な課ୌ（୊ 2 回઒໵家委員会資ྋ） 

 
また、୉橋委員ௗからは「厚ਫ਼࿓ಉ省が実施しているユニットリーダー研修にෳ祉機器や

介護ロボットの時間を೘れ、ユニットのリーダーが೴ಚし、ఽୣ講習౵のฑ৖で教える。（୉
橋委員ௗ）」౵の案もあった。 

 

１ 峓峘峲う峔人材峼育成峃峣岷か

２ 人材育成対象

３ 教育機会峘創出

４ 教育内容峘充実

嵣介護現場峕おい峐、介護嵕嵄崫崰等峼活用峁、
利用者峘自立支援嵣介護者峘負担軽減峼図峵
峉峫峕峙、峓峘峲う峔人材峼峓峘嵔嵁嵓峨峑育成峃峵
必要岶あ峵か。

嵣介護福祉士、崙崊嵆崵崠嵋嵤、福祉用具専門
相談員、峇峘他峘職種峔峓、育成峘対象峒峃峵
範囲峼峓峘峲う峕考え峵か。

嵣介護嵕嵄崫崰等峕触島峵機会峃峳少峔い中峑、
教育峼受岻峵機会峼峓峘峲う峕確保峁峐い岹峣岷か。

嵣介護嵕嵄崫崰等峕触島峵機会峃峳少峔い中峑、
峓峘峲う峔崓嵒崕嵍嵑嵈峒峃島峚、効果的峔学習峼
行う岽峒岶峑岷峵峘か。
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ਕ材育੔໪ඬのイメージ（୊ 2 回઒໵家委員会資ྋ） 
 
「IT 委員会をઅ஖し、現৖の৮員を委員会のメンバーにした。リーダー૜をメンバーに

するのではなく、સ員と໚஌をして、IT に興ັを持つ৮員を引き৏げた形。（༆沼委員）」
౵、資格౵でളらず、எ識・興ັの高いਕ材を活༽する๏がྒྷいとの意見もあった。 

その৏で、リーダーのཱིち位஖や෕及๏๑として「機器を೘れる઒༽෨໵を４-５ਕおき、
そのਕୣがཀྵ解をしてഀ及させる౵のワンクッションがචགྷ。௜ં、現৖の介護৮員にやら
ずにਬ਒セクションを஖く。಍೘でどのఖౕෝ୴が減ったか、楽しくなったかが໪に見える
形でないと෕及はೋしい。（୉橋委員ௗ）」౵の෕及๏策に関する意見、「材育੔ଲেとಋ時
に、施અのトップがཀྵ解しないと現৖はඉ৙にやりにくいと考える。よって、まずはトップ
のཀྵ解をଇすಊきとಋ時にਕ材育੔ଲেも考える。（ຉ಼委員）」౵の経営૜のཀྵ解がචགྷと
の意見、「現৖でಉくਕをターゲットに、その஦の୯かをリーダーを育て、ഀ及させる事が
最もやり易いのではないか（୉橋委員ௗ）」౵のリーダー଀が示された。 

 
3）介護ロボットの಍೘・活༽・෕及 

କいて、ຌ事業におけるਕ材育੔で解決可೵な課ୌを໎らかにするために、介護ロボット
の಍೘についてどのような課ୌがଚ在し、何を解決すべきかについて議࿨した。まず಍೘の
ഐ景としては「２ஊ階あるのではないか。最初からฑ৖の介護現৖の৮員をଲেにせず、リ
ーダーదなਕをப出し、しっかりと学んで໱う。（୉橋委員ௗ）」「ଲে者をリーダーに絞る
のとಋ༹に、業ແ改વを介護事業者ଈでやらなければ、「あなたの趣ັではないか」と言わ
れてしまい、෕及しない可೵੓がある。よって、介護事業者としてトップを育てるのはඉ৙
に୉事である。」౵の意見がซかれ、介護ロボットの಍೘における໪ඬઅఈの重གྷ੓が示さ
れた。 

಍೘の໪ඬઅఈに関して、具ରదには「自෾ୣの困り事を QC サークルで解決していく

業務分析、崒嵂嵔嵤崟嵏嵛峘改善峼想定し、機器導入峘嵒嵤崨嵤峒して活躍峑き峵人材峘育成
→ 「介護現場峘職員岶施設峘中峑、OJT峘一環峒峁峐推進峑岷峵介護嵕嵄崫崰普及促進研修
崮崕崡崰、嵆崳嵍崊嵓峘作成」等峼実施峁、継続的峕学習峑岷峵環境峼構築峃峵。

人材育成目標

嵣介護嵕嵄崫崰峼分析峁峉業務峕組
峩入島、最適化峃峵岽峒岶峑岷峵
嵣一連峘業務峼把握峁峉上峑、分
析峁最適化峃峵岽峒岶峑岷峵
嵣一連峘業務峼把握峁峐い峵

嵣介護嵕嵄崫崰峘活用峼教え峵岽峒
岶峑岷峵
嵣嵒嵤崨嵤層峢峘教育、法人内峑
嵒嵤崨嵤岶職員峕行う教育

嵣 介護嵕嵄崫崰峼活用峁峐QOL、
自立支援峼実現峃峵
嵣介護嵕嵄崫崰岶操作峑岷峵
嵣介護嵕嵄崫崰峘用途岶峹か峵

業務分析 介護嵕嵄崫崰峕関す峵
知識嵣利用崡崕嵓

教育
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事で自෾ୣが楽になる、楽しくなる෨෾からオフィスコンピュータを಍೘した結果、現৖は
楽になった。介護ロボットでも現৖に効果がある、楽になる事を見せるචགྷがある。（஦山
委員）」「「自ཱི支援にྙを೘れている」「ෝ୴軽減にྙを೘れている」౵の໪ඬがあり、機器
をどう使えば効果が৏がるのか、ಝ質は何か౵のཀྵ解がචགྷ（ർཻઔ෯委員ௗ）」「಍೘に౲
たり、自෾ୣの仕事の業ແ෾ੵを໎確にして、໪దをఈめ、ඬ準化するという、ඈけては௪
れない作業をやるべきだ（஦山委員）」౵の意見が出された。 

઴述の議࿨を受け、ਕ材育੔で解決可೵な課ୌとして、業ແ෾ੵの重གྷ੓も議࿨された。
「෕௪の介護ෳ祉士には、໹勤業ແの課ୌを解決したい౵のモチベーションがある。仕事の
改વをどうすればいいのか、そのツールの一つとして（介護ロボットが）出てくる。（஦山
委員）」「৮員ୣが実施するのは、まずはどの業ແが୉รかという業ແ෾ੵのห強であり、介
護ロボットは後である。自෾ୣが最も困ೋを見出している業ແが何かを෾ੵする。（༆沼委
員）」「我が現৖の໲ୌ఼をどの༹に解決するか、༹ 々な෾ੵがචགྷになる。その෾ੵに沿い
ICT や介護ロボットをમ୔する。小さな現৖での困り事を解決するのが ICT や介護ロボッ
トである。（஦山委員）」「QC ౵々、科学ద࿨ཀྵ思考で自෾ୣの仕事のムリ、ムダ、ムラ౵
を、管ཀྵ者が ICT を活༽する઴఑で࿫をするචགྷがある。ICT や介護ロボットはただのಕ
具であり、ಕ具だけをోされても活༽๏๑やシーンがイメージできなければどうしようも
ない。（஝下委員）」౵の意見が出され、まずは介護現৖の課ୌを൅見し、具ରదに業ແ෾ੵ
を行うචགྷがあるとの改વ活ಊや๏๑࿨について具ର案が出された。 

 
4）カリキュラムの作੔・研修 

今までの議࿨をಁまえ、教育໪ඬ、教育ଲে者のઅఈを໎確化する事を໪దに、ਕ材育੔
のためのカリキュラムの作੔にචགྷなགྷોについて議࿨が行われた。 
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ਕ材育੔ଲে者（୊ 2 回઒໵家委員会資ྋ） 

 
教育໪ඬとしては「ೖ৙の業ແの困り事やඉ৙に時間が掛かる఼をப出し、議࿨をして、

QC サークルにおけるಝ੓གྷ因ਦを作੔、ブレーンストーミングを実施する౵、৮৖で繰り
ศし਒める。（஦山委員）」౵、課ୌப出や෾ੵ๏๑の重གྷ੓について意見があった。 

研修๏๑としては、「現৖でཀྵ解できるスキルがචགྷとなると、ਕ材育੔としてユニット
リーダー研修に೘れる、初೜者研修・実ແ者研修、介護ෳ祉士の授業にも೘れる。（༆沼委
員）」「介護ෳ祉士の授業も 10～20 コマఖౕの空けられる෨෾がカリキュラムにあると思わ
れるため、そこに介護ロボットの使い๏をૌみ込む事が୉事（༆沼委員）」౵、චਤの研修
や授業に೘れ込む事で෱広い学習者の獲ಚが可೵という案が出された。 

「開൅重఼෾໼พ機器のಝ੓・活༽๏๑の੖ཀྵ」として、厚ਫ਼࿓ಉ省の掲載している重఼
໪ඬの資ྋに基づき、どの෾໼を研修಼༲として取り೘れるか౵について意見を௎取した
ところ、「સ෾໼を２-３ೖでཀྵ解する事はできない。ただ、໪దが重གྷであり、何を໪దに
಍೘するか。介護ロボットの開൅コンセプトシートでもཤ༽しているが、何の為に೘れるか、
どの༹なਕに使うべきか、どの༹なਕに使ってはいけないか、マイナス効果は何か౵、ICF
で੖ཀྵできる基ຌをཀྵ解する研修にしてはどうか。（ർཻઔ෯委員ௗ）」「フルコースでやる
か、๑ਕや企業で಍೘したい෾໼を重఼化しૌむ౵、コースમ୔੏は౲ષありಚるのではな
いか。（୉橋委員ௗ）」౵、චགྷに応じて柔ೊに学習できる಼༲であるべきとの๏向੓が示さ
れた。 

資格軸

役割軸

業務分析、崒嵂嵔嵤崟嵏嵛峼踏峨え峉上峑必要峔機器峼活用峃峵。
→ 介護福祉士峼中心峒峁峐、崙崊嵆崵峮福祉用具関連等、峓岽峨峑範囲峼広岼峵か。
～想定す峵崧嵤崚崫崰～
施設経営層（介護系、崙崊嵆崵崠嵉嵛崰系嵣嵣嵣）、崙崊嵆崵崠嵋嵤、介護福祉士、
福祉用具専門相談員、嵀嵓崹嵤、崐嵛崠崳崊 等

人材育成対象者
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ロボット技術の介護ཤ༽における重఼෾໼พ機器（୊ 2 回઒໵家委員会資ྋ） 

 
厚ਫ਼࿓ಉ省からは「19 ೧のカリキュラム改ਜ਼の際に、移ಊ༽リフト౵を学校に஖く事に

なり、移ಊに関しては಍೘されているが、教員ຘに教えられる೵ྙに෱があり、項໪として
どのఖౕ教えるかがາ確ఈだったため、今回のカリキュラム改ਜ਼では主に項໪としてಝ出
しにしている。」と現য়ઈ໎があり、「教えるਕがかなり少ない。઒໵学校でもઈ໎できる઎
ਫ਼がいるかを若干懸೨している。私の授業をซいている઎ਫ਼๏もいる。（஝下委員）」「ケア
の಼༲やఫ学、考え๏、ෳ祉機器やロボットのメリット・デメリットを੖ཀྵするචགྷもある。
その後、ようやくノウハウとしてロボットの使い๏の࿫になる。（୉橋委員ௗ）」౵の現য়に
照らし合わせた課ୌについて意見が出された。 

 
5）アンケート・そのଠ 

ຌ事業で༩ఈされているアンケートについて、事ແ局より以下の案が示された。 

背景・目的 

・介護ロボットཤ活༽にචགྷな業ແ෾ੵ・オペレーションの改વ
に関する現য়೼握、意ཋ౵を೼握 

・介護ロボットのஎ識・スキルと活༽にଲする需གྷ੓ 
・৏記に関わるਕ材育੔にଲする意ཋや課ୌを໎らかにする 
・介護ෳ祉士౵の学習にૌみ೘れる事にଲする意見 

地域 સ国 
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年齢 20 େ～60 େ（ਕ口ಊସർི見合） 

調査数 500 

母集団サイズ 200 ຬਕ 

対象者 介護就業者 

 
それに൒い「Web アンケートは一種のアクションリサーチの意ັもあり、ཀྵ事ௗや施અ

ௗクラスの૜と、現৖৮員クラスの૜の 2 つに෾けて取る事が୉事と考える。（୉橋委員ௗ）」
౵のଲে者にଲする意見があった。 

 
7）གྷ఼੖ཀྵと次回に向けたまとめ 

୊２回઒໵家委員会において、ਕ材育੔のଲেは現৖のリーダーシップが取れる介護ෳ
祉士を含む介護எ識を༙する઒໵৮と、その教育に携わる教育者である事がより໎確化さ
れた。また、介護ロボット活༽のためには、ケアのຌ質をཀྵ解しつつ಍೘に向けて課ୌのப
出、業ແ෾ੵ、໪ඬのઅఈ౵の実施が求められ、QC サークル౵の具ରద手๑も学べる಼༲
をカリキュラムに੟り込むචགྷ੓が੖ཀྵ出པた。 

୊３回઒໵家委員会の開催に向けて、委員ௗより୊２回઒໵家委員会で議࿨された「業ແ
෾ੵ」および「教育者にଲする๏策」に関して、より具ରదな議࿨がචགྷとの意見が出され
た事より、それぞれに作業෨会をઅ஖し、その結果を以て୊３回઒໵家委員会を開催する事
が決ఈした。 

 
（3）୊ 1 回 業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会 
1）開催概གྷ 

ೖ時：2019 ೧ 11 月 8 ೖ（金）13：30～15：00 
৖所：株式会社シード・プランニング会議室 
参加者：以下の௪り 

所଒ ༀ৮ 氏໌ 欠ੰ 

一ൢ社஄๑ਕೖຌユニットケアਬ਒センター ෯会ௗ ୉橋 謙策  

સ国࿟ਕෳ祉施અ協議会 
ロボット・ICT 
ਬ਒委員 

஦山 ୤ິ  

社会ෳ祉๑ਕઑௗ康久会  
ಝพ཈護࿟ਕホーム ささづ苑 

施અௗ 岩井 広行  
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୊ 2 回઒໵家委員会が終྅したが、઒໵家委員のうち、実際に介護現৖で業ແ改વに取
りૌむ委員に参加いただき、業ແ改વ手๑（具ରదには業ແ෾ੵの๏๑、使༽しているツー
ル、業ແ課ୌの週出๏๑、໪ඬのઅఈの仕๏౵）の৆細を௎取する事౵を໪దに作業෨会を
અ஖し、その結果を઒໵家委員会へ໯し、効ིదに਒めていく事が示された。作業෨会につ
いては、次回の઒໵家委員会までに 2 回ఖౕ開催する事を໪ඬとした。 

業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会からは、୉橋委員ௗのགྷ੧により、社会ෳ祉๑ਕ
ઑௗ康久会ಝพ཈護࿟ਕホーム ささづ苑の施અௗである岩井広行氏が参加し、୊ 2 回業ແ
෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会及び୊ 3 回઒໵家委員会にも出ੰを依བしている。 

୊ 1 回 業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会の議ୌは以下の௪りである。 
【議ୌ】 
・作業෨会のઅ஖について 
・介護ロボットの活༽に向けたਕ材育੔の「ཀྵ೨」 
・介護ロボットの活༽に向けたਕ材育੔に関するఈ義 
・カリキュラムの作੔に向けた作業の確೟ 
・カリキュラムの構੔案について 
 

2）開催趣旨 
業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会は、業ແ෾ੵと効果の৏がる介護ロボットの੖

ཀྵを໪దとして、「カリキュラム原案の議࿨を਄める」「業ແ෾ੵ๏๑、૟ఈされる課ୌの੖
ཀྵ」「議࿨をಁまえて、リストもしくはイメージਦ౵の作੔」౵、具ରదな作業を਒めるた
めに開催する事が決ఈした。 

୊ 1 回では、ਕ材育੔の「ཀྵ೨」「ఈ義」を確೟した後、カリキュラムの作੔に向けて、
業ແ෾ੵの具ରదな๏๑について議࿨を਒めた。 
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介護ロボットの活༽に向けたਕ材育੔の「ཀྵ೨」 

（୊ 1 回 業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会資ྋ） 
 

 
介護ロボットの活༽に向けたਕ材育੔に関するఈ義 

（୊ 1 回 業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会資ྋ） 
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作業෨会の概གྷと議࿨಼༲（୊ 1 回 業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会資ྋ） 

 
3）業ແ෾ੵ（QC 活ಊ） 

カリキュラムの作੔に向けた作業の確೟のため、業ແ෾ੵの具ରదな手๑の記載を໪ద
に、୊２回઒໵家委員会でも議࿨された QC 活ಊについて各委員から意見が௎取した。 

஦山委員は「現৖の小さな困り事の解決のため、そこで小さなサークルを作り、ਐ近な໲
ୌ解決から開始した。介護現৖のユニットのୱ位で、સ৮員が参加し、現৖だけでも 10 以
৏ある。」「（໲ୌを໲ୌと感じず出てこない課ୌ౵は）റષとしていても最初に୉きな໲ୌ
を出す。その解決にはここを改વしなければいけない౵のླྀれで਒める。」౵である。 

岩井委員からは「我々の๑ਕでは、఑案੏ౕを੏ౕ化している。この現য়をこうしたらྒྷ
くなる。3 つの視఼があり、サービスの向৏に関するもの、業ແ改વに関するもの、コスト
削減に関するものである。఑案書は A4 紙 1 ທで、৏に現য়、下に改વ策を記載する。৏が
ってきたら、そのೖのうちに結࿨を書໚でศす。」「఑案書は小さな事でもྒྷい。৮員の఑案・
意見が採༽されると、৮員のモチベーションがとても৏がる。そうすると、੔功ର験をಚら
れるので「次はこの༹な఑案をしてみよう」となり、ྒྷい循環になる。」との意見が出た。 

また、વ光会からは「課ୌをಝఈして、ଲ策をして、結果を৾りศり、検ৄするステップ
があるとないとで਷෾とรわる。気෉きがあれば「やってྒྷかった」となり、次回につなが
り、回っていく。」౵、課ୌのಝఈやଲ策だけでなく、検ৄがචགྷとの意見が出された。କ
いて、「1 ਕ౲たりのਕ件ඇを 1 ෾౲たり 40 円と換算し、何෾減少できるか、それはコスト
パフォーマンスとして回るのか、ଳ༽೧਼と削減できる෾を਼で割り໯し、コストパフォー
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マンスが合うかを一つの指ඬにしている。」౵の事ྭで、コストから効果検ৄを行う๏๑を
়介した。 

 
4）業ແ෾ੵ（施અ経営や業ແ෾ੵ） 

また、施અ経営における業ແ෾ੵの考え๏についても議࿨された。「（ਕ件ඇ౵の考え๏に
ついて）一ൢの施અ๑ਕにཀྵ解されていない。その༹な൅૟をするべきという事から解きほ
ぐさなければ、ෳ祉機器やロボットまで行き஥かないのではないか。（୉橋委員ௗ）」や「ICT
や介護ロボットはマシンであるという೟識である。ਕでやってきた施અは、ਕ手の活༽へ਒
んでしまう。（஦山委員）」౵の課ୌが示され、「ਕの手でやりたいという૟いを持つ৮員も
ଡい。しかし、ৱજ機の活༽による効ི化の࿫は、お客༹に௜ંંする෨෾ではなく、ંし
ない෨෾を効ི化する࿫なので、੎く取り೘れ易い（વ光会）」౵の賛੔意見があった。「我々
はペーパーレスから始めた。紙はコピーେが掛かり、৖所も取る。ྒྷい事が何もない。iPad
はช字が小さくても、拡୉できる。バックヤードの෨෾は੷極దに実ૹするとྒྷい。（஦山
委員）」౵、介護ロボットありきでなく、චགྷな手๑で課ୌ解決をਦる重གྷ੓についても意
見が述べられた。 

また、વ光会の考え๏について質໲があり「વ光会は、௜ં介助、間ં介助、間ં業ແ。
介助にも್௪りあると考えている。ં する෨෾と、見守りや巡回という、ં しないがお客༹
の時間を確ฯする෨෾を間ં介助と呼ぶ」౵の事ྭが়介された。 

それにଲし「઎ఖの間ં介助、間ં業ແ、௜ં介助の஦で、間ં業ແの෨෾からロボット
や機器を಍೘する、間ં介助の෨෾で見守りセンサー、ର位交換機౵を಍೘する。（୉橋委
員ௗ）」౵、業ແ෾ੵから介護ロボット಍೘に繋げるためのイメージが示された。 

 
5）業ແ෾ੵ（手๑・ਕ෼଀） 

業ແ෾ੵにおける課ୌのજい出し๏๑、記࿧手๑౵では「実施した業ແを記࿧して AI ద
に෾ੵする๏๑もある。ྭえば、24 時間ਫ਼活リズムを઴఑としたシートを༽いて、個々ਕ
のਫ਼活リズムを೘れてଲ応し、それが記࿧化される༹なシステムはどうか。（୉橋委員ௗ）」
「24 時間ਫ਼活リズムを઴఑としたシートがタブレットに೘れば、ཤ༽者の෕ஊのয়況がわ
かる。それが個พケアとして、1 ೖのਫ਼活リズムに基づくケアプランがタブレット৏にන示
され、異なるಊきにもଲ応できるソフトがཀྵ૟である。（୉橋委員ௗ）」౵の意見が出された。 

また、課ୌ෾ੵのਕ材଀（イメージ）として「ケアの事をཀྵ解し、システムの事をཀྵ解し、
経営の事をཀྵ解できるਕ材がいなければ、৚ๅをட੷しても෾ੵができない、ඇ༽ଲ効果が
出ない事になりかねない。よって、ਕ材は最ఁ限 3 つの事をཀྵ解するචགྷがあるのではな
いか（୉橋委員ௗ）」「一ਕ一ਕの高ྺ者に合う IT・ロボットを৏手に見極めて使える、఑
案できる೵ྙがචགྷである。ਕྙではໃཀྵである。A さんにଲしては、これを使えば自ཱིで
きる、ਫ਼活の質が向৏する、それを見極める೵ྙ・資質をトレーニングするචགྷがある。（஦
山委員）」౵、介護எ識を༽いて課ୌப出や業ແ෾ੵを行い、介護ロボットやෳ祉༽具、そ
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のଠの解決๏๑に結びつけられるਕ材が༙効とされた。 
また、୉橋委員ௗからは「介護ロボット౵に強い介護ෳ祉士、઒໵介護士や೟ఈ介護士౵、

項໪ຘに強いਕ材がචགྷではないか。そうすれば介護ෳ祉士の཈੔校への਒学もรわる可
೵੓がある」と、介護ਕ材の育੔がਕ材෈ଏの解決にもつながるとの意見が出された。 

 
6）施અ੖ඍ 

ຌ作業෨会では、カリキュラム構੔案の視఼から施અ経営の視఼からも議࿨された。「温
ౕ・空௒・照໎は、少し視఼が異なるが、省エネの観఼から、館಼に༁ 20 箇所にセンサー
がある。そのデータがビルマネジメントシステムへླྀれ、コンピュータの学習機೵を活༽し、
時期ຘに温ౕ・湿ౕが最న౵をシステムが൓இし、自ಊదに最నと考えられるものにコント
ロールする。（岩井委員）」という経済産業省の省エネルギーึ助金を活༽した事ྭが়介さ
れ、「省エネのಝ཈だが、৿しい施અは光೦ඇが月 40 ຬ円ఖౕである。ささづ苑は༁ 200 ຬ
のコストが掛かっていた。೧間で༁ 1,000 ຬ円の光೦ඇがූく。」౵の事ྭから、経営視఼
では省エネのઅඍも୉きなインパクトを༫える事が໎らかにされた。 

৏記の意見௎取から「施અ管ཀྵも間ં業ແに೘るのではないか。我々は合ཀྵ化を考えがち
だが、施અ経営を考えるචགྷもあるのではないか。（୉橋委員ௗ）」「おむつは間ં業ແでは
なく、௜ં介助の結果だが、施અ経営の視఼では、コスト削減のためにおむつをどうするか
を考える。ಋ༹のパターンで、実はෳ祉機器の಍೘をਇ剣に考えるචགྷがあると思われる。
（୉橋委員ௗ）」౵の経営から施અઅඍ、ෳ祉機器を考える事のචགྷ੓が૎えられ、省エネ
も ICT であり、経営におけるઅඍ౦資として重གྷとの見解が示された。 

一๏で、施અ੖ඍの課ୌも議࿨された。「ੴながらの施અだと WiFi のネットワークの構
஛やు源確ฯがೋしい౵のཀྵ༟で、಍೘がೋしい৖合がある。介護ロボットの಍೘を૟ఈし
ていないので、共༽スペースまでの෱が、車椅子が௪れるఖౕしか確ฯされていない৖合も
ある。（વ光会）」「iPad 自ରはそこまで掛からないが、従པ型の古い施અへ LAN 環境をઅ
ඍするඇ༽が掛かる。センサー系の಍೘の際、メーカーにਬ奨௪৶環境を指ఈされる。൜༽
੓を持ちたいが、指ఈされると使い勝手が悪くなり、コストが高くなる。（岩井委員）」౵、
௪৶環境の構஛に高いコストが掛かる現য়についても意見が出た。 

 
7）༩算獲ಚについて 

カリキュラム構੔案の一つとして、༩算獲ಚの観఼から、医ྏ介護૱合確ฯ基金について
の議࿨が交わされた。「医師会は਷෾઒໵ଡ৮種࿊携を໪దにਅ੧しているが、ෳ祉の๏は
ਅ੧が少ない。（୉橋委員ௗ）」౵、༩算ਅ੧の਼が少ないという課ୌや「これは 1 事業所౲
たり৏限が 30 ຬ円だが、オペレーションસରの改革という規ໝ感ではଏりない。（વ光会）」
「今೧は෍山県಼から 20 近くの事業所の応ูがあり、採୔されたのは 2 件である。෍山県
಼の事業所はロボットや ICT を಍೘したいが、県で確ฯ出པたึ助金の൥囲಼では事業所
に広く行きోらない。（岩井委員）」౵、༩算の৏限に関する意見が述べられた。 
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8）གྷ఼੖ཀྵと次回に向けたまとめ 

୊ 1 回業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会では、業ແ෾ੵの๏๑࿨について事ྭを
交えて議࿨が行われた。ಝに課ୌப出や業ແ෾ੵについて QC サークルやགྷ๮書఑出౵の
๏๑や効果について੖ཀྵ出པた事から、議ୌであるカリキュラム構੔案についても項໪の
અఈが਒んだ。また、ྭえば間ં介助、間ં業ແ、௜ં介助に業ແを෾けて෾ੵし、その解
決๏๑を介護ロボットか、ෳ祉༽具か、そのଠの๏๑かをコンサルテーションでいるਕ材଀
について意見が出された。 

施અ経営の視఼も重གྷとされ、コストから効果を見る事ྭや省エネ౵の活༽など、異なる
視఼も༙効と考えられ、幾つかの課ୌはあるもののึ助金の活༽について੷極దに取りૌ
む事もචགྷとਬ察される。 

次回も課ୌப出や業ແ෾ੵ、໪ඬઅఈ౵についての੖ཀྵを行うと共に、Web アンケート
౵についても議࿨を行う事とした。 

 
（4）୊ 1 回 教育者向け๏策作業෨会 
1）開催概གྷ 

ೖ時：2019 ೧ 11 月 8 ೖ（金）13：30～15：00 
৖所：株式会社シード・プランニング会議室 
参加者：以下の௪り 

所଒ ༀ৮ 氏໌ 欠ੰ 

学校๑ਕ滋慶学園ケアワーク学෨ 学෨ௗ 高橋 ཤ໎  

株式会社ビーブリッド େන取గༀ ஝下 康ฑ  

学校๑ਕ三幸学園 ౨京າཔ୉学ෳ祉ฯ育઒
໵学校 

教育過ఖฦ੔委
員 

༆沼 ྆一  

 
教育者向け๏策作業෨会は、઒໵家委員のうち、実際に介護施અへのコンサルタントや介

護ෳ祉士཈੔校での教育に取りૌむ委員が参加する事で、教育手๑の৆細や教育に౲たり
課ୌとなりಚる事౵の௎取や、教育したਕ材の෕及๏๑、カリキュラムの具ରや教育者向け
๏策について議࿨する事を໪దとし、その結果を઒໵家委員会へ໯し、効ིదに਒める事が
示された。作業෨会については、次回の઒໵家委員会までに 2 回ఖౕ開催する事を໪ඬと
した。 

୊ 1 回 教育者向け๏策作業෨会の議ୌについては以下の௪りである。 
【議ୌ】 
・作業෨会のઅ஖について 
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・介護ロボットの活༽に向けたਕ材育੔の「ཀྵ೨」 
・介護ロボットの活༽に向けたਕ材育੔に関するఈ義 
・教育者向け๏策としての「現য়と課ୌ」「ਕ材の෕及๏๑」について 
・介護ロボット機器෕及্害を解消するགྷ因 
・介護ロボットਕ材の෕及にଲする検౾ 
 

2）主旨ઈ໎ 
介護ロボットཤ活༽のための講師育੔๏策を໪దとして、「現在実施している講師教育に

ついて൅න」「ຌ事業を਒めるためにචགྷな項໪についてજい出し」「構੔ཱིて౵を੖ཀྵし、
೘れ込む」「෕及๏策について、議࿨を਄める」などの作業を行う事とした。 

୊ 1 回では、ਕ材育੔の「ཀྵ೨」「ఈ義」について確೟した後、介護ロボットに関する教
育の現য়や課ୌについて議࿨を਒めた。 

 

 
介護ロボットの活༽に向けたਕ材育੔の「ཀྵ೨」 

（୊ 1 回 業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会資ྋ） 
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介護ロボットの活༽に向けたਕ材育੔に関するఈ義 

（୊ 1 回 業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会資ྋ） 
 

 
作業෨会の概གྷと議࿨಼༲（୊ 1 回 教育者向け๏策作業෨会資ྋ） 
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3）介護ロボット教育者にචགྷな考え๏と課ୌ 
介護ロボットの教育に関する現য়と課ୌを੖ཀྵする観఼から、介護ロボット教育者にච

གྷな考え๏について意見を௎取した。各委員からは「介護のຌ質を 1 回、චず৾りศった৏
で「だから介護ロボット」としなければ、“ロボットを೘れたら楽”౵のイメージしかないਕ
がଡい。我々との温ౕが違いすぎる。だから෕及しないのではないか。（༆沼委員）」「ຌ౲
にやりたい仕事は何か、૆外しているགྷ因は何か、業ແとしてやりたくない、やるべきでは
ない、઒໵৮の仕事ではないものを ICT 化で解決できないか。その࿨๑で࿫をしなければ、
しっくりཔない。（஝下委員）」౵、介護の઒໵৮として、ケアのຌ質や઒໵৮がやるべき業
ແを໎確にした৏で介護ロボットの಍೘໪దを考えるචགྷがあるとの意見が示された。 

また、「「看護師や介護৮員が時間を掛けなくても、介護ロボットで効ིがਦれ、時間がූ
き、ූ いた時間をケアに回せる」とઈ໎した。コミュニケーションを重視したい施અであれ
ば、コミュニケーションに時間をかけ、外出時間をଁやしたい施અは、外出時間に充てる事
が出པる。限られた 24 時間の時間ഓ෾を事業者の裁ྖで使える事がྒྷいとઈ໎した。（஝
下委員）」౵、ୱ純な効ི化を઴఑にせず、そもそものຌ質があり、それをୣ੔するための
ツールの一つとして介護ロボットがଚ在する෨෾を共௪೟識とする事が示された。 

 

 
教育者向け๏策 議࿨༽資ྋ（୊ 1 回教育者向け๏策作業෨会資ྋ） 

 
そのଠには「「残業がໃくなる」「ਕ手෈ଏが解消される」෨෾にしかベクトルが向いてお

らず、ケア඾質を向৏のためにロボットを使うという項໪ではなくなっている。（༆沼委員）」
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の現য়の課ୌへの言及も行われた。 
 

4）教育環境 
教育者環境の議࿨では、まず教育者଀として「教えられるਕは意外といるのではないか。

介護のຌ質をཀྵ解していれば、教える事もできると考える。(஝下委員）」「介護ෳ祉士の઎
ਫ਼が介護過ఖの授業をやるよりも、஝下委員の༹な઎ਫ਼๏が介護ຌ質をཀྵ解した৏で広げ
るとඉ৙にຮଏౕが高まる。そのวに教育者のヒントがあるのではないか。（高橋委員）」౵
の意見が出され、教育者教育の実施で、教育環境を੖えられる可೵੓が示された。 

କいて、介護ロボット機器෕及্害を解消するགྷ因について各委員から意見を௎取した。
「「face to face でৼ温まる介護を૏む IT」というイメージがある。教育者もಋ༹ではない
か。恐らくຌ質がどこか೴ಚできていないのではないか。業ແ改વで時間を೩出してケアに
充てる෨෾が今まで教えてきた介護࿨と異なり、飲み込めないと考えられる。（஝下委員）」
「我々は少しずつรわりつつあるが、ඉ৙勤౵の઎ਫ਼はཀྵ解できていないয়ସ。（高橋委員）」
「ಝに現在は資格౵を取りห強しなくても、介護ロボットをཀྵ解していなくても、授業をす
る৏でダメージはໃい。（༆沼委員）」౵の課ୌが੖ཀྵされた。 

一๏、行੕の෕及૏害གྷ因では「教育課ఖにໃいという事は、現৖৮員をしながら学習す
るචགྷがあるয়ସという事であり、順൬が逆である。少しでもྒྷいので೘れるべきである。
າཔ౦資会議でも ICT ਬ਒を掲げている（஝下委員）」「掲げているが、຿間や業界に౦げ
ている。୯も教育しないので、自෾で৚ๅを集めに行かざるをಚない。また、「વ光会だか
らできる」౵の意見が出るのは、国として໎示化されておらず、やらなくてもྒྷいয়ସだか
らである。（༆沼委員）」౵、行੕ଈが教育಼༲に介護ロボットを໎示すべきとの意見が出さ
れた。 

教育現৖や現৖コンサルティングに携わる委員からは「ICT・ロボットで実現できる事を、
介護ෳ祉士を学ぶ学ਫ਼自ਐが気づくというアクティブラーニングが効果దである。教育の
ຌ質とも言えるが、౶えは૮手の஦にあるので、それを引き出す関わり๏が求められる。（高
橋委員）」や「三幸学園のର験೘学では、઎ਫ਼もਫ਼ైもཔて໱い、介護ロボットや ICT を見
せ「今はこうだ」とઈ໎する。ྭえば、ཤ༽者༹が楽しそうにਕਫ਼ゲームをしている。それ
を見たときに初めて、時間の૓出でケアの質が৏がるとཀྵ解する。今まではイメージできな
いため、見て初めてཀྵ解するのである。（༆沼委員）」「私の授業はハイテクも見せるが、パ
ソコンを 15 ୈఖౕ準ඍして、介護記࿧ソフトを見て໱う。そうすると、学ਫ਼は「こんなに
৚ๅを扱わなければならないのか」と୉きなু撃を受ける。その৏で、「೘৮したら、すぐ
に೘ྙしなければならなくなる」「今後の介護৮員はデータを扱う仕事だ」౵と教えている。
（஝下委員）」౵の具ରదな教育๏策の事ྭが示された。 

৏記の意見をಁまえ介護ロボットਕ材の෕及にଲする検౾を行った。「ਫ਼活支援の教科書
に೘れるのはどうか。ਫ਼活支援の教科書に೘れれば、઎ਫ਼は教えなければならない。ྭ えば、
シラバスに೘れる༹に厚ਫ਼࿓ಉ省が指಍すれば、シラバスに೘れなければならない。試験に
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も 2 ໲ఖౕ出せば、൳応なしに৆しい施અへヒアリングするだろう。その後、3 ೧ぐらい経
てば౲たり઴になる。（༆沼委員）」「教科書で言えば、ਕ間関係とコミュニケーションのマ
ネジメントの෨෾に೘れるのもྒྷい。介護ロボットの教育ではなく、施અマネジメント、ਕ
材マネジメントの஦でロボットや ICT を活༽する事を記載する。（高橋委員）」౵のアイデ
ア・具ର案が出され、෕及にはシラバスや教科書に೘れる事が༙効との๏向੓が示された。
෕及๏策では、学習གྷ྘からรえる事で、教員が自൅దに学ぶ機会を作るචགྷ੓にも言及が
された。 

 
5）གྷ఼੖ཀྵと次回に向けたまとめ 

୊ 1 回 教育者向け๏策作業෨会では、介護ロボットの教育における現য়と課ୌの੖ཀྵ
をしたが、教育者ଈには介護ロボットを効ི化・省ྙ化ありきのಕ具として誤解している可
೵੓が指ఢされた。一๏で、介護のຌ質を再ౕ೟識した৏で、઒໵৮としてචགྷなケアに時
間を使う為に介護ロボット౵を活༽するという໪దをཀྵ解すれば、介護ロボットの教育は
ଇ਒される事も໎らかになった。 

ຌཔは教科書౵に掲載する事が๮ましいが、まずはカリキュラム౵を活༽し、ཀྵ解を਄め
る事が重གྷである。 

次回は෕及๏策について更に਄掘りを਒める事とした。 
 

（5）୊ 2 回 業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会 
1）開催概གྷ 

ೖ時：2019 ೧ 12 月 9 ೖ（月）14：00～16：00 
৖所：株式会社シード・プランニング会議室 
参加者：以下の௪り 

所଒ ༀ৮ 氏໌ 欠ੰ 

一ൢ社஄๑ਕೖຌユニットケアਬ਒センター ෯会ௗ ୉橋 謙策  

સ国࿟ਕෳ祉施અ協議会 
ロボット・ICT 
ਬ਒委員 

஦山 ୤ິ  

社会ෳ祉๑ਕઑௗ康久会  
ಝพ཈護࿟ਕホーム ささづ苑 

施અௗ 岩井 広行  

 
୊ 1 回作業෨会では、各委員から業ແ෾ੵの๏๑や活༽した介護ロボット౵についての

事ྭが൅නされた。 
それらの結果をಁまえ、୊ 2 回作業෨会では、業ແ෾ੵに関する一࿊の改વ活ಊ（課ୌ൅

見、業ແ෾ੵ、໪ඬのઅఈ）౵をどの༹に਒めるのか、各施અが応༽可೵か౵の観఼から議
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࿨を行った。 
また、介護現৖の関係者の現য়೼握のための Web アンケートや、事ྭに基づいて各施અ

が改વ活ಊを行うため、施અヒアリングの実施についても意見が出された。 
【議ୌ】 
・業ແ෾ੵに向けての作業 
・作業෾ੵනの活༽について 
・24 時間ਫ਼活リズムを઴఑としたシートの考え๏について 
・業ແ෾ੵシートについて 
・Web アンケートଲে、๏๑、಼༲について 
・施અヒアリングについて 
 

2）作業෾ੵ 
୊ 1 回にକき、介護ロボット活༽のためのਕ材育੔カリキュラムに掲載すべき業ແ෾ੵ

に向けた作業について、各施અの事ྭから議࿨が਒められた。「વ光会の業ແ෾ੵは、作業
観察దである。෕௪は作業෾ੵ者がいるわけではない。（୉橋委員ௗ）」౵、どの施અでもཤ
༽できる手๑を示すචགྷ੓について意見が出された。 

各委員からは「QC サークルで困り事をજい出し、ಝ੓、手๑を駆使して、໲ୌを໎確に
する。それにより௒査項໪も違う。(஦山委員)」や「現৖から௜ંซいて、一つずつ௷して
いく。(岩井委員)」౵、具ରదな事ྭが൅නされた。 

 

 
業ແ෾ੵに向けての作業（୊ 2 回 業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会） 
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今までの議࿨から、୉橋委員ௗより施અヒアリングを実施する事で、具ରదな事ྭを収集

すると共にポイントを示し、༹々な手๑をカリキュラムへ記載出པるとの意見が出された
ため、୊ 3 回઒໵家委員会までに施અヒアリングを実施し、結果に基づいて議࿨を再開す
る事とした。 

 
3）作業෾ੵシート（作業෾ੵන）౵ 

業ແ෾ੵにおいて、作業෾ੵシート（作業෾ੵන）や 24 時間ਫ਼活リズムを઴఑としたシ
ートの活༽が༙効との意見が出された事からྭ示を見つつ議࿨を重ねた。その際は「5 ෾と
いう細かいྭ示を出して実ભできないよりも、୉雑೼に୪卸して改વしましょうとଇす๏
がྒྷい。(વ光会)」「作業෾ੵシート（作業෾ੵන）は手書きでも十෾である。(஦山委員)」
「我々は作業෾ੵシート（作業෾ੵන）を使༽していない。༹々な施અや๑ਕに、作業෾ੵ
シートや 24 時間ਫ਼活リズムを઴఑としたシートを༽いて課ୌをූき௄りにさせ、ଲ応させ
るのは恐らくೋしい。(岩井委員)」౵の意見が出され、施અが取りૌむべき改વ活ಊには、
ICT や作業෾ੵシート（作業෾ੵන）౵のツールを༽いた৆細な業ແ෾ੵシートの作੔がච
ਤではໃいとの見解が示された。 

また、「໲ୌをப出し、どの༹に解決するかから始まり、結果దに介護ロボットを಍೘す
るのと、઎にロボットありきとはસく異なる。ಋ༹に、業ແ෾ੵもනありきではない。නに
書き込むだけでもෝ୴になるかもしれない。（୉橋委員ௗ）」「課ୌがありそうな෨෾はこ事、
幾つかྭ示した๏が現৖దにはྒྷい。(岩井委員)」「໲ୌ意識がໃい施અに、課ୌを出させ
るのはೋしい。(五ౣ委員)」「作業෾ੵシート（作業෾ੵන）のཚとし込みは൅૟を少しร
えるචགྷがある。（୉橋委員ௗ）」౵の意見があり、カリキュラムにおける作業෾ੵシート（作
業෾ੵන）のਬ奨はགྷ検౾とした。 

 



32 
 

 

作業෾ੵシートྭ示（୊ 2 回 業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会資ྋ） 
 

4）ヒアリングの検౾と実施 
1）の議࿨にକき、教材(事ྭ集)作੔に向け、઎਒దな施અの事ྭを集めるため、Web ア

ンケートの検౾へも繋げる為に઎਒ద施અにଲするヒアリングの実施を検౾した。 
ヒアリングでは಍೘した෼、ཤ఼・欠఼、結果、੔果౵や課ୌの見つけ๏、解決๏๑にಝ

௅があるか、従業員などが課ୌ意識を持っているか౵についてซき取りを行う事が決ఈし
た。ଲেとしては஦山委員、岩井委員の施અを含む 5～6 施અを๜໲する事を૟ఈした。具
ରదな候ึとして、੊ీ୫の「砧ホーム」、鹿児ౣの「໼の花会」の໌઴が挙げられた。 

そのଠでは四国や高எ、社会ෳ祉๑ਕシルヴァーウィング౵の໌઴も挙げられたが、決ఈ
には至らなかった。 

 
5）Web アンケートの検౾ 

Web アンケートについては「஺ೣに事ྭ集でまとめた際、アンケートの಼༲がമくなる
可೵੓がある」との意見もあり、実施のචགྷ੓についても議࿨された。 

議࿨では以下の௪り質໲಼༲について意見が出された。「アンケートでは、QC దに課ୌ
൅見の機会を作ったか、課ୌをどう解決したか。その過ఖでෳ祉機器やロボットの活༽を検
౾したか、現在は活༽していないか౵のซき๏がྒྷい（୉橋委員ௗ）」「課ୌ൅見をどの༹に
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システムで解決しようとしているか。手ஊの一つとして ICT や介護ロボットを活༽する意
義があるか౵の質໲がྒྷいのではないか。（୉橋委員ௗ）」౵の質໲案も意見௎取した。 

Web アンケートの実施については୊ 3 回઒໵家委員会での継କ検౾課ୌとした。 
 

6）གྷ఼੖ཀྵと次回に向けたまとめ 
୊ 2 回業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会では、୊ 1 回での議࿨をಁまえ、改めて

業ແ෾ੵのචགྷ੓について確೟したが、一๏で、課ୌப出、業ແ෾ੵ、໪ඬઅఈ౵の改વ活
ಊを実施できる施અは少ない可೵੓があるとの指ఢもされた事から、実施できる෨෾から
取りૌむචགྷがある事を共௪೟識とした。また、ຌ事業で作੔する੔果෼はカリキュラムで
はなく、参考に出པるガイドラインとしての位஖෉けにཻめる事とした。 

また、その๏๑についても一から計画をཱིてるのはハードルが高いと考えられ、実施して
いる施અ事ྭを参考に取りૌむのがྒྷいとの意見もあり、ヒアリングの実施が決ఈした。
Web アンケートについても質໲案が幾つか出された。 

よって、୊ 3 回઒໵家委員会では、作業෨会の಼༲をൕ映したガイドラインの案を示す
と共にヒアリング結果についてๅ告し、Web アンケートの実施及び質໲案も継କして議࿨
する事とした。 

 
（6）୊ 2 回 教育者向け๏策作業෨会 
1）開催概གྷ 

ೖ時：2019 ೧ 12 月 4 ೖ（ਭ）14：00～16：00 
৖所：株式会社シード・プランニング会議室 
参加者：以下の௪り 

所଒ ༀ৮ 氏໌ 欠ੰ 

学校๑ਕ滋慶学園ケアワーク学෨ 学෨ௗ 高橋 ཤ໎  

株式会社ビーブリッド େන取గༀ ஝下 康ฑ  

学校๑ਕ三幸学園 ౨京າཔ୉学ෳ祉ฯ育઒
໵学校 

教育過ఖฦ੔委
員 

༆沼 ྆一  

 
୊ 1 回 教育者向け๏策作業෨会では、介護ロボットにଲする介護ෳ祉教育現৖におけ

る現য়、課ୌについて、委員から意見௎取出པた（୯向けのメッセージか、教育者の現য়、
課ୌ解決など）ため、୊ 2 回委員会では、教育者向けのカリキュラムの಼༲や෕及๏策につ
いて議࿨を਄掘りした。 

【議ୌ】 
・ଲে者の現য়、課ୌ解決にむけて（઴回議࿨の੖ཀྵ、確೟） 
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・議࿨まとめストーリーについて 
・カリキュラムの෕及๏策について 
 

2）教育๏๑ 
୊ 1 回 教育者向け๏策作業෨会では「ୱ純な効ི化を઴఑にせず、そもそものຌ質が

あり、それをୣ੔するためのツールの一つとして介護ロボットがଚ在する෨෾を共௪೟識
とする事」が共௪೟識として示されたが、教育者・学習者共にストーリーで఑示する事でཀྵ
解が਄まるとの意見が出された為、以下の資ྋに಼༲をまとめた。 

 
議࿨まとめストーリー（୊ 2 回 教育者向け๏策作業෨会資ྋ） 

 
教育๏๑の効果ద手๑としては「ಊ画を見る事で、ロボットの種ྪをஎる事が出པたと考

えている。最初にಊ画を見なければイメージが༛きにくく、઎ਫ਼もಊ画を見るとイメージが
௭み易いので、ಊ画は୉事である（༆沼委員）」「やらなければいけない事、ຌ౲にやりたい
仕事というන現は、一ਕ一ਕで持つイメージが異なる。（高橋委員）」「現৖までཚとすスト
ーリーには事ྭがචずචགྷである。従པは介助の事ྭだったが、そこに一෨ IT が೘る。こ
の介助にこのツールを活༽した事が具ରదに記載されると「このシーンで使うのか」とཀྵ解
できる。（஝下委員）」との意見が出され、具ରదなイメージを持つ事がཀྵ解のଇ਒に繋がる
との見解が示された。 

また、高橋委員より「向かわせるべき๏向を考えた時に、今は自ཱི支援介護が出ているの
で、๏向੓に沿う༹にクラスの意識を向けないと、พの所へ行ってしまう事を危ዩする。」
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との意見が出され、໪దのઅఈについても議࿨が਒んだ。 
各委員からは具ରྭが示された。「死ぬまでにおばあちゃんに告പした৖所に一回行って

みたいという࿫になれば、介護過ఖにそれを೘れ、その৖所へ行く為にཱི位の࿇習まで持っ
ていくಊ機෉けにする。ベッドの࿮に 30 භ座れたのが 3 ෾になり 5 ෾になる。それは໪ద
があるからである。（༆沼委員）」や「ਫ਼活の質を৏げると言っても、見えೋい。໪దがໃい
と向かって行けない。「ਫ਼活をྒྷくする」「質を৏げる」と言うとぼやけてしまう。よって、
アウトカムを考えると自ཱི支援が෾かり易い。（高橋委員）」「自ཱི支援という੔果を出すた
めの໪దに向かうとなると、時間の使い๏もรわるのではないか。（高橋委員）」౵、やりた
い事のイメージから具ରదな਼஍にཚとし込む༹なઅఈのヒントが出され、それが自ཱི支
援に繋がる事が重གྷと考えられた。 

 
3）手引きの活༽（施અケーススタディの実ભ） 

議࿨を਒める஦で、厚ਫ਼࿓ಉ省「介護ロボットの効果దな活༽のための手引き（以下、手
引 き ）（ https://www.mri.co.jp/knowledge/pjt_related/roujinhoken/dia6ou000000qwp6-
att/H30_100_3_handbook.pdf）」౵の活༽が༙効であるという意見から出された。これに൒
い「介護ྙがචགྷである。介護எ識やアセスメントྙを以てこそのロボットである。貴๏ୣ
ありきのロボットという事である。それを学校の઎ਫ਼や現৖のਕୣにఽえるツールがある
と、೘れ易くなり、現৖の施અௗもઈ໎し易くなる。（༆沼委員）」「あの施અでも出པたと
いう事ྭがཋしい。（஝下委員）」「古いಝ཈に ICT が಍೘され、コンサルが೘り実ભしたら
実現出པた౵のコメントを施અから໱い、ଠ施અに広める。（༆沼委員）」౵、಍೘実੹を示
す事で಍೘施અがଁえるのではないかとの仮ઈが示された。 

しかし、「手引きに書かれている施અ事ྭも、この施અだから出པるというエクスキュー
ズがつくのでは」౵の課ୌも૟ఈされた。「介護 ICT が਒む施અのಝ௅が幾つかあるが、社
会ෳ祉๑ਕで IT 化が਒んでいる事業所のಝ௅は、ཀྵ事ௗやཀྵ事、そのଠキーマンとしてଠ
産業の経験者が IT 検౾の主軸になっている。（஝下委員）」౵、介護以外の出ਐ者のஎ見を
活༽するචགྷ੓についても൅言があった。 

手引きの活༽๏๑として「そのวの࿟健やಝ཈をランダムに 50 事業所をูり、そこに手
引き௪りにコンサルタントをഁ遣する。஦には৏手くいかない施અも出てくる。しかし、৏
手くいかない原因は୉事である。（஝下委員）」「監査に近い๏๑で、「ここへ行きますから」
という感じで行く。ྭ えば、າだ紙書ྪの施અはଡいが、「紙はいつまで」と決めてしまい、
マズイと考えている施અへ授業をしますとูれば、「自施અを઎にお願いします」とགྷ๮が
挙がるのではないか。（༆沼委員）」౵、省ு౵が音ಆを取り、施અଈにコンサルが๜໲し、
改વした੔果を横ఴ開する༹な๏策が議࿨された。 

 
4）໌সに関する議࿨ 

介護ロボットの෕及๏策については、໌ সに関する議࿨も行われた。まずはロボットに関

https://www.mri.co.jp/knowledge/pjt_related/roujinhoken/dia6ou000000qwp6-att/H30_100_3_handbook.pdf
https://www.mri.co.jp/knowledge/pjt_related/roujinhoken/dia6ou000000qwp6-att/H30_100_3_handbook.pdf
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しては「ロボットという言ཁがྒྷくない。ཀྵ系のਕ間にଲしてのロボットはྒྷい。ロボティ
クス学科のਕ間であればロボットと言っても௪じるが、一ൢదなロボットは「こいつಊくぞ」
というイメージになる。（஝下委員）」や「ਕ型をイメージする。（高橋委員）」「私は「ロボ
ット」や「IT」はಕ具としか言わない。ಕ具という言ཁがしっくりཔる。ಕ具の஦に IT や
ロボットがあるという࿫をするචགྷがある。（஝下委員）」「ಕ具というと、੶器時େの૨౵
をイメージしてしまう。見守りセンサー౵がྒྷい。（高橋委員）」「ツールがྒྷい。（༆沼委員）」
「ಕ具というより手ஊである。手ஊとしてロボットや ICT をઈ໎する事が重གྷである。（஝
下委員）」౵、༹々な意見が出された。「ロボット」という既にఈ஥したイメージが෕及を๨
げているという観఼から、େ଺する໌সにする๏がྒྷい可೵੓もある。 

また、ਕ材の໌সについても意見があり「介護改革者も、࿪ช字なのにキャッチーな感じ
がする。（વ光会）」「一ൢదな概೨では、スマート介護士は業ແ SE である。その業ແにಝ
化したシステムエンジニアである。（஝下委員）」౵、෾ੵ業ແをこなすਕ材にଲする໌সに
ついて案が出された。 

 
5）෕及๏策 

その৏で෕及๏策として、イメージકྲྀのචགྷ੓が議࿨された。「介護産業自ରがプロフ
ェッショナルでೋしい。介護は෾かりೋい৏に෵਼のサービスがある。とても઒໵੓の高い
仕事と言える。それにଲしてシステム化を実現するਕ材は、ニッチでかつචགྷなਕ材である
事を೟識するචགྷがある。（஝下委員）」との意見から、プロフェッショナルとしてのブラン
ディングがචགྷと考えられる。 

ଠには「介護ෳ祉士がこの༹な資格（ྭ：スマート介護士）を੷極దに取り、介護業ແ SE
というフェーズに৏がるのがྒྷい。そうすれば格好ྒྷい。メディア౵でもコメンテーターで
出演して໱い、高いஎ識を持つ事を PR できると୉きくรわると思われる。（༆沼委員）」「格
好ྒྷい介護の改革者、৿しい介護をཱིରదに考えるਕୣというイメージを教育者ୣには持
って໱うචགྷがある。（஝下委員）」౵の案が出された。 

また、介護業ແ SE దをஏ域で࿭うモデル事業として「各ஏ域に一ਕ、自治ରຘに業ແ SE
をઅ஖する指ਓが出たり、この༹な๏๑があるというஏ๏モデルが出てくれば、行੕がಊい
て手を৏げて໱い、業ແ SE を確ฯすればྒྷい。（஝下委員）」「1 施અではなく、ஏ域であれ
ば協ྙし、そこに行੕から業ແ SE が介೘する。સ施અに IT が೘り、業ແ改વを実現しま
した、௉ླ・༨ླがໃくなりました౵の事ྭがਫ਼まれれば、ଠ施અも੷極దになるかもしれ
ない。（༆沼委員）」౵のアイデアが出された。 
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介護業ແ SE దをஏ域で࿭うモデル事業（୊ 3 回઒໵家委員会พశ資ྋ） 

 
そのଠの෕及๏策としては、ึ助金ড়件に೘れ込む案も出された。「౨京౐が介護ロボッ

トのึ助金を出すときにઈ໎会を開催したが、ଡくの希๮者がཔた。ઈ໎会を受けないとึ
助金を受け取れないからである。そのড়件に、資格（ྭ：スマート介護士）をつけてしまえ
ば਒みそうである。（༆沼委員）」「介護ロボットのึ助金を受けて介護ロボットをഛう。介
護ロボットをഛうという事は、その介護ロボットを活༽できなければഛえない。活༽するた
めの環境がචགྷになるので、઎にこのような講習を義ແ෉ける。（༆沼委員）」౵の意見が出
された。 
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介護ロボットの಍೘・活༽を支援するスキーム案（୊ 3 回઒໵家委員会พశ資ྋ） 
 
6）གྷ఼੖ཀྵと次回に向けたまとめ 

୊ 2 回教育者向け๏策作業෨会では、教育者・学習者共にཀྵ解し易いླྀれを示す事で、効
果が৏がる事が改めて確೟された。その৏で、手引きを౵の何らかの手ຌに沿い実施する事
が重གྷである。一๏で、ಝఈ施અだから出པる౵のൕ൅も༩૟される為、事ྭを示す౵のഓ
ྂもචགྷと考えられる。また、ึ 助金事業౵において介護ロボットが活༽できるਕ材をਅ੧
ড়件に੟り込む案についても肯ఈదな意見が見られ、෕及ଇ਒の効果が期ଶされる。 

今回のਕ材育੔ଲেには、෾かり易い໌সを෉ける事も含め、୊ 3 回઒໵家委員会を実
施する事とした。 
 
（7）୊ 3 回 ઒໵家委員会 
1）開催概གྷ 

ೖ時：2020 ೧ 1 月 9 ೖ（໨）14：00～17：00 
৖所：株式会社シード・プランニング会議室 
参加者：以下の௪り 

所଒ ༀ৮ 氏໌ 欠ੰ 
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社会ෳ祉๑ਕઑௗ康久会  
ಝพ཈護࿟ਕホーム ささづ苑 

施અௗ 岩井 広行  

一ൢ社஄๑ਕೖຌユニットケアਬ਒センター ෯会ௗ ୉橋 謙策  

公益財஄๑ਕテクノエイド協会 企画෨ௗ 五ౣ ੜ国  

公益財஄๑ਕ๼九州産業学術ਬ਒機構 
介護ロボット 
技術グループௗ 

વี 英治  

学校๑ਕ滋慶学園౨京ෳ祉઒໵学校ケアワー
ク学෨ 

学෨ௗ 高橋 ཤ໎  

株式会社ビーブリッド େන取గༀ ஝下 康ฑ  

公益社஄๑ਕかながわෳ祉サービス৾興会 
かなふくਕ材センター 

センターௗ ಚ永 ਇਕ  

社会ෳ祉๑ਕ孝ಛ会 施અௗ ஦ଞ 順子  

સ国࿟ਕෳ祉施અ協議会 
ロボット・ICT 
ਬ਒委員 

஦山 ୤ິ  

国ཱི研究開൅๑ਕ産業技術૱合研究所 
ロボットイノベーション研究センター 

センターௗ ർཻઔ ദ久  

ઔ崎市経済࿓ಉ局イノベーションਬ਒室 ୴౲課ௗ ෳీ 克実  

一ൢ社஄๑ਕ ෍山県介護ෳ祉士会 会ௗ 舟ీ ৵司  

ஏ๏ಢཱི行੕๑ਕ౨京౐健康ௗ寿医ྏセンタ
ー 

࿊携研究員 ຉ಼ ༡子 欠 

株式会社ツクイ 取గༀ ਁ໼ 佳৭  

学校๑ਕ三幸学園 ౨京າཔ୉学ෳ祉ฯ育઒
໵学校 

教育過ఖฦ੔委
員 

༆沼 ྆一  

 
୊ 3 回઒໵家委員会では、各 2 回行われた業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会と教

育者向け๏策作業෨会の議࿨಼༲、2 件の施અヒアリングの結果ๅ告に基づき、作੔するガ
イドラインの಼༲や Web アンケートの質໲಼༲、今後のヒアリングଲে、公開セミナー౵
について議࿨が行われた。 

୊ 3 回઒໵家委員会からは୉橋委員ௗのགྷ੧により、一ൢ社஄๑ਕ ෍山県介護ෳ祉士
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会会ௗの舟ీ৵司氏が参加している。 
【議ୌ】 
・઴回の取りまとめと作業෨会のๅ告 
・施અ見学ๅ告 
・ガイドライン案 
・Web アンケートの実施について 
・公開セミナーについて 
・次回開催、今後のスケジュール 
 
2）作業෨会のๅ告 
以下の௪り、議࿨がまとめられ、事ແ局からๅ告が行われた。 

 
各回のポイント（୊ 3 回઒໵家委員会資ྋ） 

 
3）અ見学ๅ告 

「社会ෳ祉๑ਕઑௗ康久会 ಝพ཈護࿟ਕホーム ささづ苑」および」「社会ෳ祉๑ਕ ੪
ਁ社会ෳ祉৾興஄ ಝพ཈護࿟ਕホーム みちのく૵」の 2 施અにଲするヒアリング結果
をๅ告した。 

ささづ苑の事ྭでは、介護ロボット಍೘の際、介護ロボットのఴ示会౵で৮員にର験・મ
୔させるとの事である。ఴ示会の๜໲者について୉橋委員ௗより「作業෨会では、ケアのয়
況をྒྷくཀྵ解しているਕが、事実৏の SE の機೵を持つのがྒྷいという仮ઈが挙げられた。
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その意ັでは、介護ෳ祉士か、PT か OT かで異なるのではないか。ユニットケアリーダー
に、ロボットに関ৼを持ち、಍೘していく事が重གྷになると思われる。」との意見が出され、
岩井委員は「昨೧は OT と介護ෳ祉士が見学する際「自施અのཤ༽者をイメージして、この
機械を施અに೘れたら、ཤ༽者さんはどうなるかを考えて見学して下さい」とఽえる。そし
て、1 週間～1 か月ఖౕ、デモ機を施અに಍೘し試༽する。」と回౶している。 

みちのく૵の事ྭでは、ྖ子コンピューティングの技術を活༽したシフト௒੖プログラ
ムについての議࿨が行われた。「઎ほど、介護ロボット಍೘の෨෾で業ແ改વがචགྷとの意
見があったが、୉きな業ແ改વの一つがシフトである。よって、このプログラムが使えれば、
ຌ౲に楽になる（୉橋委員ௗ）」౵の意見が出され、業ແ改વに ICT が༙効であるとの共௪
೟識が示された。 

また、஦ଞ委員からは「WiFi を活༽したインカムを使༽している。耳に೘れるのが嫌な
ਕは、ポケットに೘れていてもྒྷく、フリーハンズで஖いておいてもྒྷい。9 割の৮員は耳
に෉けている。」との事ྭ়介があった。一๏で「ึ௎器を扱う業界としては、あまり෉け
କけるとೋ௎の原因になる౵の懸೨もある。実は耳のਈ経細๖が消໥すると言われている。
৿たな৮業බを作る事にもなりかねず、考ྂしていただきたい。（୉橋委員ௗ）」౵の൅言も
あり、メリット・デメリットをཀྵ解した৏で機器やサービスをમ୔するචགྷがあるとされた。 

残りの 3 施અは社会ෳ祉๑ਕ༓愛十字会の高ྺ者施અ「砧ホーム」、社会ෳ祉๑ਕ孝ಛ会
の෵合ෳ祉施અ「サポートセンター໵司」、社会ෳ祉๑ਕ໼の花会の介護ෳ祉施અ「アルテ
ンハイム加੊ీ」に決ఈした。 
 
4）ガイドライン案 

୊ 2 回઒໵家委員会、業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会および教育者向け๏策作
業෨会の結果をಁまえ、ガイドライン案が委員に示された。 

ガイドライン案は、「帰೴ద」「演៹ద」の 2 種ྪが示された。委員会಼でಣみ込む時間を
અけたうえで議࿨している。ਕ材育੔のଲে者については「介護ෳ祉士は各施અの஦核・リ
ーダーと示されているので、介護ෳ祉士にアプローチするのは個ਕదにྒྷいと思われる。ま
た、介護ෳ祉士は加算をとるだけのয়ସの現৖もあるため、介護ෳ祉士の教育に೘れるのは
とても重གྷと思われる。（舟ీ委員）」との見解が示された。ึ 助金についても意見が挙がり、
現時఼では医ྏ介護૱合確ฯ基金を活༽した業ແ改વの取りૌみが少ないため、ガイドラ
インにもึ助金の活༽についての記載がචགྷとの共௪೟識が行われた。 

また、୉橋委員ௗより「この事ྭでどこがポイントであるという議࿨が୉事だ。帰೴దと
演៹దを෾けず、帰೴దなヒアリングした「学ぶべきポイント」を事ແ局の໪તで書き込ん
でཋしい」「「ここがポイント」౵の਩き出しや、໾印で記載するとྒྷい。」౵の意見があり、
帰೴ద・演៹దは༧合させ、ヒアリング結果౵にポイントを記載する๏๑をとる事とした。 
 
5）Web アンケートの実施について 
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業ແ෾ੵと介護ロボットの੖ཀྵ作業෨会の質໲案をൕ映し、Web アンケート案が委員に
示された。 

 
Web アンケート概གྷ（୊ 3 回઒໵家委員会資ྋ） 

 
各委員からは「もう少し具ର੓を持たせた๏がྒྷい（୉橋委員ௗ）」「活༽していないཀྵ༟

は、ଲে者なのか、৮員なのか、運営していく৚ๅがໃいのかを、もう少しテーマを絞りな
がら項໪ཱིてするචགྷがある。（五ౣ委員）」「業ແ改વをしていないཀྵ༟を਄ຉしたい。ਕ
の໲ୌなのか、お金の໲ୌなのか、タイミングの໲ୌなのか。課ୌ意識は持っているが、実
行できていないཀྵ༟౵（஝下委員）」౵の改વ఼が挙げられた為、意見をൕ映させた質໲案
を各委員が後ೖ確೟し、Web アンケートを実施する事とした。 
 
6）公開セミナーについて 

公開セミナーの実施案は以下の௪りである。౨京౐಼で実施し、150 ໌ఖౕの集客を見込
む。開催時期は 3 月を༩ఈし、୉橋委員ௗ、ർཻઔ෯委員ௗの講演後、ガイドラインのઈ໎
を行い、ヒアリングを実施した施અによる事ྭ൅න౵が఑案された。 
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公開セミナーの概གྷおよびプログラム案（୊ 3 回઒໵家委員会資ྋ） 
 

୉橋委員ௗからは「実際、実ભしている๏にๅ告いただき、その後委員の஦でシンポジウ
ムをして໱う༹な、1 ೖかけるセミナーもྒྷいと思われる。その時は、各౐ಕැ県の୴౲者
にもཔて໱いたい。」との意見があり、౐ಕැ県୴౲者への੢掛けも行う༩ఈとした。 
 
7）གྷ఼੖ཀྵと次回に向けたまとめ 

ガイドライン案は、「帰೴ద」「演៹ద」の 2 種ྪが示されたが、委員からの意見をൕ映さ
せ、ガイドラインを一つにまとめ、施અヒアリングの事ྭに໾印や਩き出し౵でポイントを
෾かりやすく໎示する事とした。୊ 4 回઒໵家委員会までに、残り 3 施અのヒアリングを
実施し、ガイドラインに記載する事としたଠ、Web アンケートを実施すると共にに、各委
員の意見をൕ映させたガイドライン案を再ౕ示す事とした。 
 
（8）ガイドラインの修ਜ਼と確೟ 

୊ 4 回઒໵家委員会は、৿型コロナウイルス感ઝ症ଲ策のため開催を見ૻった。よって、
ガイドラインの修ਜ਼には、委員ௗ・厚ਫ਼࿓ಉ省との଩ち合わせや各委員からメール౵の手ஊ
で意見を収集し、ൕ映した。 

主なൕ映఼は以下の௪りである。 
・ਕ材育੔ଲেの໌সは「介護ロボットコンサルテーションਕ材（仮স）」とする 
・ガイドラインは「サービスཤ༽者の QOL の向৏」「介護࿓ಉ者の安સと健康の確ฯ」

「業ແの省ྙ化、効ི化」の 3 ఼をポイントにまとめる。 


